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◆ 事業概要

１．概要 

１）全体の概要 

ア）本路線は、藤沢市を起点とし、綾瀬市及び座間市を経由して厚木市に至る延

長約1９.６kmの幹線道路である。 

イ）相模川で隔てられた湘南地域と県央地域を東西方向に連絡し、各地域の経済

や交流連携を支えるとともに、厚木市域では、本厚木駅を中心とした市街地

の外郭環状道路として機能する重要な路線である。 

ウ）本路線は、「第１次緊急輸送道路」に指定されている。 

 ２）評価対象事業の概要 

ア）評価対象区間は、厚木市関口の国道 129 号から同市三田の（都）厚木バイパ

ス線までの約 1.1km の区間である。 

イ）評価対象区間は、平成 4 年度に事業着手し、平成 21 年度に暫定 2 車線供

用、平成 24 年度に 4 車線供用した。 

■事業地周辺図

３）評価対象事業の位置づけ 

ア）県の計画： 

ａ）かながわグランドデザイン実施計画 

・「交流幹線道路網の整備」として位置づけ 

ｂ）かながわ交通計画（かながわ都市マスタープランの部門別計画） 

・整備を促進する多車線機能を有する一般幹線道路網の一部を構成 

ｃ）改定･かながわのみちづくり計画（かながわ交通計画の道路部門実施計画） 

・「交流幹線道路網の整備」として位置づけ 

イ） 市の計画： 

ａ）厚木市都市マスタープラン 

・「地域の骨格となる道路網の形成」として位置づけ 
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２．事業の経緯や必要性 

 １）経 緯 

 ・昭和37年度：都市計画決定 

 ・昭和60年度：都市計画変更（最終） 

・平成４年度：事業着手 

・平成５年度：用地買収開始 

・平成９年度：工事着手 

・平成２１年度：暫定２車線供用開始 

・平成２４年度：４車線供用開始 

 ２）必要性 

ア）県央地域における東西方向の主要な幹線道路であり、「多車線機能を有する

一般幹線道路網」として、本路線の整備が必要であった。 

イ）厚木市の中心市街地を通過する広域的な幹線道路（国道129号や246号）

に交通が集中し､慢性的な交通混雑が発生していることから、市街地へ流入す

る交通を分散する必要があった。

ウ）特に、国道１２９号と国道２４６号が交差する「金田交差点」は渋滞が著し

いことから、この交差点に集まる交通を分散させるため、厚木市が施工する 

「（都）厚木バイパス線」と接続する外郭環状道路の整備が必要であった。 

３．事業の目的 

 １）地域の交流・連携を支える幹線道路網の整備 

 ２）外郭環状道路の整備による交通の分散化 

４．事業の内容 

 １）起 終 点：厚木市関口地内～厚木市三田地内

 ２）事業延長：約1.1km 

 ３）幅  員：22.0ｍ 

 ４）交 通 量：計画交通量 25,100台/日 （H42推計） 

現況交通量 13,640台/日※ <暫定2車線供用時>（H22調査）

現況交通量 19,158台/日※ <４車線供用時>（H29調査）
※12時間交通量に昼夜率を掛けて算出 

５）道路規格：第4種第１級 

 ６）設計速度：60km／ｈ 

 ７）車 線 数：４車線 

 ８）歩道形態：両側歩道 

 ９）主な工種：橋梁工（コンクリート橋、鋼橋）、U型擁壁工、道路改良工 

５．事業実施にあたって配慮した項目 

・事業効果の早期発現を図るため、橋梁区間の一部について、４車線のうち2車

線分の橋桁を架設して、暫定2車線で供用を行った。 

・地権者が確定できない河川敷の共有地について、土地収用法に基づく事業認定

を受け、用地取得を行った。 

■平面図 

■側面図

■断面図

■状況写真           供用後の状況 

Ｎｏ．７   県道42号（藤沢座間厚木）第Ⅰ期事業 道路改良事業 

【事後評価】 

橋梁区間約７４０ｍ トンネル掘割区間約３７０ｍ



◆ チェックリスト

４
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費用

対効

果等 

事業期間 事業化年度 H４年度 用地着手 H５年度 供用年度 （当初）２４年度 事業期間変動率 

１．０倍都市計画決定 Ｓ60年度 工事着手 H９年度 （実績）２４年度

事業費 計画時 

（再評価時）

（名目値）   160    億円 実績 （名目値）         162  億円 事業費変動率（実質値） 

１．０１倍（実質値）  160   億円 （実質値）        162 億円

事業期間・事業費変更理由 

（当初） 

費用対効果分

析結果 

(再評価時) 

Ｂ/Ｃ 

１．５ 

総費用          ２２０億円 

内訳）事業費            218億円 

維持管理費          2億円

総便益           ３３８億円 

内訳） 走行時間短縮便益      279億円 

走行経費減少便益       43億円 

交通事故減少便益       17億円

基準年 

 Ｈ２３年 

（再評価時） 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 5.3% 

（事後評価時） 

費用対効果分

析結果 

Ｂ/Ｃ 

１．７ 

総費用          ２７３億円 

内訳）事業費            270億円 

維持管理費          3億円

総便益            ４５８億円 

内訳）走行時間短縮便益       413億円 

走行経費減少便益       37億円 

交通事故減少便益       8億円

基準年 

 Ｈ２９年 

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 5.9% 

事業遅延による費用・ 

事業遅延による費用・ 

便益の変化と損失額 

費用増加額           ― 便益減少額             ― 損失額 

■上記便益に算定されていない効果

ア）防災 

・「第1次緊急輸送道路」である本路線の整備により、災害発生時における救助

活動の円滑化や緊急物資等の輸送力の強化が図られた。 

イ）安全・安心性・利便性 

・評価対象区間周辺において、中津川を渡河する橋梁は、国道246号の「中津川

橋」とその約４km上流にある県道相模原大磯の「才戸橋」のみであったが、

本路線の整備により、代替路線が確保された。 

・国道129号や国道246号の交通量が分散することで、交通混雑が緩和され、

地域の主要な公共交通機関である路線バスの定時性が高まり、利便性が向上し

た。 

① 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

要因の変化はありません。 
（なお、基準年を更新したため、再評価時と事後評価時で、総費用・総便益が異なっています。）

事業の効果の発現状況

１）評価対象区間の交通量 

・暫定 2 車線供用後は 10,574 台／

12 時間であったが、4 車線供用後は

14,191 台／12 時間と利用交通量が

増加し、外郭環状道路としての効果

が発現している。 
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※調査時期 

暫定２車線供用後：平成 22 年 12 月２日 

４車線供用後  ：平成 29 年４月 19 日 

評価対象区間の利用交通量の増加 

中三田陸橋上交差点付近の断面交通量 

【昼間 12 時間交通量】 

10,574 14,191 


